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平成19年度社会的養護施設に関する実態調査概要   

（1）調査内容  

1）施設調査  

調査対象施設における在籍者や職員の状況およびケアの形態を含む運営状況等  

の施設属性を把握する、二とを目的として実施した。  

2）児童個票調査  

平成20年3月1日現在調査対象施設に入所している児童の心身の状況の実態を  

把握することを目的として実施した。また、施設機能と入所児童の状態像との不  

適合が発生していると判断される場合に、下記の事柄を把握することを目的とし  

て実施した。  

○ 現在の入所施設よりも他に適している施設があると考えられる児童数  

○ 上記児童に適していると考えられる施設とその理由  

○ 上記児童についてのケアの負担感  

○ 上記児童の心身の状況および情緒・行動上の問題特性等  

これにより、各施設において職員のケア負担感が大きい児童の特性や、児童の特  

性とケアの適合状況を定量的に把握することを目指した。  

3）職員勤務状況調査  

職種別の職員配置の仕方や勤務状況、職員の保有資格の状況等について把握する  

ことを目的として実施した。  

（2）調査対象施設  

調査は、．以下の5種類の施設を対象として全1，040施設（平成20年3月1日時点で把  

握している施設数）について調査を行った1。  

○ 乳児院（121施設）  

○ 児童養護施設（559施設）  

○ 情緒障害児短期治療施設（31施設）  

○ 児童自立支援施設（58施設）  

○ 母子生活支援施設（271施設）  

1ただし、平戒20年3日1日時点で入粁児童のいない施設（廃止予定施設）については調査対象外と  
〕た。  
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（3）調査方法  

電子調査票を用いた悉皆調査を行った。調査対象施設に対し、郵送にて調査関連資料  

を入手するためのインターネット上のウェブサイトの案内を行い、ウェブサイトを通じ  

て施設種別に電子調査票の配信を行った。   

調査票の記入は施設の事務担当職員に依頼し、児童個票については調査項目の内容に  

応じて、適宜、医師や看護師、児童のケアを担当する保育士、児童指導員、心理療法担  

当職員等に情報提供を依頼し、調査項目の記入を行ってもらった。   

記入を終えた電子調査票を、調査事務局宛にメールに添付して返送もしくはメディア  

に収めて郵送する形で回収を行った。また、電子調査票に対応していない施設に対して  

は、電子調査票と同内容の印刷された調査票を郵送にて配布し、郵送回収を行い、調査  

事務局にて電子データ化を行った。  

（4）調査項目  

1）施設調査票  

○ 入所定員数および在籍児童数  

平成20年3月1日時点の施設における入所定員数と在籍児童数  

○ 平成18年度の入退所児童数  

平成18年度の施設における入所児童数と退所児童数実績  

○ 年齢層別退所理由  

平成18年度の退所児童についての退所理由（退所先）別の内訳  

○ 加算対象児童  

平成20年3月1日時点で国の定める各種加算等の対象となる児童数等  

○ 平均入所期間  

平成20年3月1日時点で施設に在籍する児童の平均入所期間  

や 平成18年度予算  

平成18年度の施設の入所児童のケアに係る運営予算および人件費支出  

や 職員数  

平成20年3月1日時点で施設と契約のある常勤職員および非常勤職員数  

○ ボランティア・実習生の受入れ状況  

平成18年度のボランティアおよび実習生の受入れ実績（延べ人数）  

○ ケアの形態  

平成20年3月1日時点の施設のケアの提供体制  
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○ 家族療法の実施状況  

平成18年度の家族療法の実施実績および平成19年度中の実施状況  

○ 今後必要とする事柄  

施設が今後も適切な運営やケアを行っていくために、最も必要だと考える事柄  

2）児童個票   

○ 生年月・性別  

当該児童の生まれた年ノ1および性別   

○ 施設への入所年月  

当該児童の施設への入所年月および入所回数  

○ 養護問題発生理由  

当該児童の養護問題が発生した理由   

○ 入所前の居所  

当該児童の施設への入所前の居所   

○ 兄弟の状況  

当該児童の兄弟（姉妹含む）の入所有無（同施設に限定）   

や 他の入所経験施設  

当該児童が現在の施設以外に入所したことのある施設（里親含む）   

○ 保護者の状況  

当該児童の親の状況   

○ 主たる保護者【「保護者の状況」で「不明またはいない」を選択した場合】  

両親共にいない場合のきⅠヨ該児童の主たる保護者  

○ 家庭復帰の見通し【親（主たる保護者）がいる場合のみ】  

当該児童の家庭復帰の札通し  

○ 通学等の有無（児童養護施設入所児童のみ）  

当該児童の通学・通園レつ有無   

○ 通学等の状況【通学等看りの場合】  

当該児童の通学・通園の状況  

○ 障害者手帳所持の状況  

当該児童の親（主たる保護者）の障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳（知的障  

害者福祉手帳）、精神障害者保健福祉手帳）の所持の状況   

○ 養育の困難度  

当該児童の親（主たる保護者）にみられる要因別養育の困難度  
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○ 養育に関する問題状況   

親（主たる保護者）の養育の困難と関連すると考えられる問題状況  

○ 情緒・行動上の問題状況   

当該児童の情緒・行動上の問題傾向（全17項目、乳児院のみ10項目）について   

の評価（項目名は次頁参照）  

全項目につい七次のいずれかでケアの担当者が判定：  

「0．評価対象外」（評価対象年齢に該当しない場合）   

「1．疑いなし（問題は全くみられない）」   

「2．やや疑いあり」   

「3．疑いあり」   

「4．確かに問題あり」   

「5．判断困難」  

※ 項目については、情緒・行動上の問題リスト『子ども・家族への支援計画を立てる  

ために一子ども自立支援計画ガイドライン』（児童自立支援計画研究会編）を参考に、  

有識者の意見を踏まえ項目の一一部修正・追加を行った上で作成した。  

※ 調査では、評価項目の評価対象年齢は参考年齢とし、範囲外の年齢であっても当該  

児童が該当すると考えられる場合は評価するものとした。  

※ 項目の詳細説明は、『子ども・家族への支援計画を立てるために一子ども自立支援計  

画ガイドライン』のp491－495を参照。  

号   乳児院の  評価対象年齢   
項目番号   

自閉的傾向   4か月～15歳   

2   養育者との関係性   2歳～10歳   

注意欠陥・多動傾向   2歳～15歳   

4   4   反社会的行動傾向   2歳以上   

5  抑うつ傾向   7歳以上   

6  学習障害傾向   7歳～15歳   

物質使用   11歳以上   

8   自傷行為   2歳以上   

9  集団不適応   7歳以上   

10  社会的引きこもリ   16歳以上   

11 6   排泄問題   5歳～10歳   

摂食障害傾向   7歳以上   

睡眠問題   7歳以上   

14   言語能力の発達遅延t障害   2歳以上   

8   知的障害   3歳以上   

16   施設内における他児へのいじめ   3歳以上   

10   施設内における他児からのいじめ   3歳以上   
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○ 身体疾患・身体障害   

当該児童の身体疾患・身体障害の状況（医師の診断を伴うもの）  

○ 主な身体疾患■身体障害【身体疾患■身体障害有りの場合】   

当該児童の主な身体疾患・身体障害の種類  
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○ 発達障害■行動障害等の状況  

当該児童の発達障害・行動障害等の問題の状況（医師の診断、または、疑いが有  

るもの）  

○ 主な発達障害・行動障害等種類【発達障害・行動障害等有りの場合】  

当該児童の主な発達障害・行動障害等の種類  

※下記の項目については、DSM－Ⅳ『精神障害の診断と統計の手引き』（アメリカ  

精神医学会）を参考に作成した。  

孝  気   

常．  軒  
学  

3．書字表出障害  
寮 素   

4．算数障害  障 害  

5．その他の学習障害  
の  
鱒  摂  

6．自閉性障害   甲  
食  

障  
7．レット障害  障  

軍   
【ヨ 臼  

8．小児期崩壊性障害  発  35．その他の摂食障害  

9．アスペルガ一障害  
達  

障  
36．遺糞症   排  

37．夜尿症  
5世  

害  
障  

11．発達性協調運動障害  38．その他の排泄障害  【ヨ 臼  

12．コミュニケーション障害  
（音韻障害、吃音等）  

39．選択性絨黙   

行  40、常間違動障害  
動  
纏  41．性障害および性同一性障害  

書  
系   

42．睡眠障害   

不  43．人格障害  
畢  
障  44．統合失調症  

害  45．その他の精神障害  
系   

19．外傷後ストレス障害  

20．単一恐怖   羊凡 J山ヽ  

怖  
21．対人恐怖  性  

22．その他の恐怖性障害  
障  

円 F：コ  

23．分離不安障害  

24．反応性愛着障害  

25．解離性障害  

26．転換性障害  

27．その他の身体表現性障害   
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○ 障害者手帳所持の状況  

当該児童の障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳（知的障害者福祉手帳）、精神  

障害者保健福祉手帳）の所持の状況  

や 定期的な通院の状況   

当該児童の定期的な医嬢機関（精神科・心療内科およびその他の科）への通院の  
状況および投薬状況   

○ 心理療法の状況  

当該児童の心理療法の実施状況と必要性  

○ 被虐待体験の有無  

当該児童の被虐待経験しつ有無（ケア担当者の判断）  

○ 虐待の種類【被虐得体験有りの場合】  

当該児童が受けた虐待種類  

○ 家族療法の状況  

当該児童の家族療法の実施状況と必要性  

や 当該児童の主たるケア形態  

当該児童の主たるケアの形態  

○ 当該児童の主たるケア形態以外のケア形態  

主たるケア形態以外に、週末や休み期間のみ施設内で別の形態にてケアを行って  

いる場合などのケア形態（自由記述）  

○ ケアの担当制  

当該児童に対するケアの担当制（単独／複数／チームのいずれか）  

○ ケアの適合状況   

当該児童の情緒・行動ヒの問題状況の現況、または、身体疾患・障害や精神障害  

の心身の状況などから〔ニ｝て、普段のケア状況を踏まえた上で、その施設における  
ケアが当該児童に適しているかどうか  

○ 適していると考えられる他の施設【ケアが適していないと回答した場合】   

当該児童のケアに対し、二より適していると考えられる他の施設  

○ 適していないと考える理由【ケアが適していないと回答した場合】   

当該児童のケアにその施設が適していないと考えられる理由（自由記述）  

¢ ケアの負担感【ケアが適していないと回答した場合】   

施設におけるケアが「適Lている」児童のケアと比較して、当該児童のケアの負   

担感を［1．変わらない′′2．やや重いケア負担／3．かなり重いケア負担］の三段階で  
評価  
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3）職員勤務状況調査票   

○ 各職員の職名の記入  

調査対象期間（祝日を挟まない1週間・施設により異なる）に雇用契約のある全  

職員の職名（施設で用いている職名ではなく、施設の最低基準等に規定されてい  

る職名を優先）  

○ 資格の保有状況  

各職員が保有する資格（資格記入対象の職員のみ）  

○ 児童福祉施設での勤務経験年数  

各職員の措置費の民間施設給与等改善費の対象となる職員の勤続年数の算定に  

準ずる経験年数   

○ 雇用■勤務形態  

常勤／非常勤／常勤住込／非常勤住込のいずれかを選択。  

0 1週間の規定勤務時間数  

常勤者の場合：当該施設の所定労働時間  

非常勤者の場合：雇用契約時の所定労働時間  

○ 当直区分  

当直対象の職員の区分（調査対象期間における当直の実施有無を問わず）  

○ 勤務時刻の記入  

調査対象期間の1週間［例：3月12日（0：00）～3月18日（24：00）］に実際に勤務  

した開始時刻と終了時刻   

● 通常の勤務時間を超えた主な対応内容  

調査対象期間の1週間における規定外勤務時間で対応した内容のうち主たるもの  
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（5）調査票の回収結果  

本調査の［施設調査票］に基づく有効回収施設数は、下記のとおりである。   

さらに、調査票の種類並びに設問ごとに、有効回答に限定して集計を行っている。調  

査票間の項目についてのクロス集計においては、各調査票の有効回収数を集計対象とす  

るため、これよりも少ない施設数が集計対象となっている場合がある。   

都道府県別の回収状況は次貫以降に示すとおりである。  

図表1調査対象施設数と施設調査票の有効回収数  

総件数  有効向収数  有効回岬率   

軋卿雛  121   112   92．6％  

559   489   87．5％   

情緒障曹児  短期冶療施設 31   26   83．9％   

塀章貞立衰  蜂晦諒   58   40   69．0％   

母阜生活支援施設  271   240   88．6％   
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図表2 都道府県別調査対象施設数と回収状況2  

乳児院 児童養護施設  情頗障害児短期治療施設  

都準府凛     ＼        、．      ：総件数  回収数  ・回収率  ：総件数  副文政  回収率  紛件数  ・回収数  回収率   
北ラ  三： ≡  2   0   0．0％   23   22  95．7％   100．0％   

青森敷  3   3  100．0％   6   6  100．0％  

岩手県  2   2  100．0％   6   6  100．0％   100．0％  

県  2   2  100．0％   5   5  100．0％   0   0．0％  

県 100．0％   4   4  100．0％  

山形県  100．0％   5   5  100．0％  

0   0．0％   8   7  87．5％   

衷城壌  2   2  100．0％   15   73．3％   口   口  100．0％  

2   2  100．0％   10   10  100．0％  

楽  3   3  100．0％   6   5  83．3％   口   口  100．0％  

こ県  5   4  80．0％   21   14  66．7％  

自  3   2  66．7％   19   14  73．7％  

10   8  80．0％   47   45  95．7％  

′  7   7  100．0％   26   22  84．6％   口   口  100．0％  

薦  100．0％   5   5  100．0％  

県  0   0．0％   3   3  100．0％  

纂  2   2  100．0％   8   7  87．5％  

県  2   2  100．0％   5   4  80．0％  

県 100．0％   4   3  75．0％  

県  4   4  100．0％   16   6臥8％   100．0％  

県 2   2  100．0％   10   8  80．0％   100．0％  

県  4   4  100．0％   14   12  85．7％   100．0％  

県  7   7  100．0％   31   30  96．8％   3  2   66．7％  

蕪  2   2  100．0％   10   10  100．0％  

汝  袈嬢  100．0％   4   3  75．0％   100．0％  

府  4   4  100．0％   13   9  69．2％   2   2  100．0％   

大悟  振府 7   7  100．0％   36   35  97．2％   5   5  100．0％   

兵庫県  7   7  100．0％   28   24  85．7％   100．0％   

奈良県  2   2  100．0％   6   4  66．7％  

和歌山県  100．0％   7   7  100．0％   

鳥取県  2   2  100．0％   5   5  100．0％   口   口  100．0％   

島根県  100．0％   3   3  100．0％  

岡山県  100．0％   12   12  100．0％   0   0．0％   

広  島凛     2  2  100．0％  皿  皿  100．0％  口  0  0．0％   
山自県  100．0％   10   10  100．0％   100．0％   

徳島県  100．0％   7   7  100．0％  

県  100．0％   3   3  100．0％   口   口  100．0％   

愛媛廉  2   2  100．0％   10   10  100．0％  

高兵  1日県  100．0％   8   7  87．5％   0   0．0％   

福岡県  6   5  83．3％   20   16  80．0％   100．0％   

佐賀∴県  100．0％   6   6  100．0％  

長崎県  100．0％   10  90．9％   1覧100．0％   

熊本県  3   3  100．0％   12   10  83．3％   11100，0％   

大分県  100．0％   9   8  88．9％  

宮崎県  100．0％   9   5  55．6％   

鹿リ  巳島県  3   3  100．0％   14   12  85．7％   口   1弓100．0％   

沖∫  縄県  100．0％   8   4  50．0％  

121   112  92．6％   559   490  87．7％   311I 26  83．9％   

2 一部回収後に無効票となった施設を含む  

Ⅹ   



児童自立支援施設  母子生活支援施設  

都道府県         総件数  回収数  回収率  総件数  回収数  回収率   

北海道   3   2  66．7％   10㌻  90．9％   

青森県   0   0．0％   3   3  100．0％   

岩手県   0   0．0％   3   2  66．7％   

宮城県   0   0．0％   6   6  100．0％   

秋由県   口   100．0％   9   9  

山形県   100，0％   

福島県   口   0   0．0％   4   3㌢  75．0％   

茨城県   口  口  100．0％   5   5  100．0％   

栃木県   2   50．0％   3   2  66．7％   

100．0％   6   4  66．7％   

6   6  100．0％   埼玉県  

群烏県   

千葉㌧県  
口            口              2 2  

1 i l  5   5  100．0％   

2   100．0％   36   35  97．2％   

12   8  66．7％   

5   5   100．0％   東京都  2                神奈川県  3     2   66．7％        新潟県  n■   100．0％         富山県  1    1   100．0％   3   3  100，0％   

石Jil県   1j  l   100．0％   2   2  100．0％   

福井県  」 J  0   0．0％   1≧  1   100．0％   

山梨県   100．0％   1書   1   100．0％   

長野県   100．0％   5   3  60．0％   

岐阜県   100．0％   5   5  100．0％   
静岡県   100．0％   3  2】 66．7％   
愛知県   2≧  2   100．0％   14   14  jlOO．0％   

100．0％   5   5  ilOO．0％   

1 100．0％  2   口  

100．0％   5   4  

三重県  口   2  66．7％   10   10  

兵庫県   

2   

3  

2  100．0％   13   8  

奈良県   100．0％   4   25．0％   

和歌山県  100．0％   5   5  100．0％   

鳥取県   100．0％   5   5  100．0％   

島根県   100．0％   3   3  100．0％   

岡山県   ⊥   100．0％   2   2  100．0％   

広島県   0．0％   

口   0  

11；  10   90．9％   

山口県   3   2  66．7％   

徳島県   口  口   100．0％   3   3  

香川県   口   100．0％   2   口  

愛媛県   0   0．0％   6   5  83．3％   

高知県  0   0．0％   2   2  100．0％   

福岡県   100．0％   15   14  93．3％   

佐賀県   100．0％   3   3  100．09も   

長崎県   100．0％   3   3  100．0％   

熊本県   1 100．0％  2   2  100．0％   

大分県   1！  0  0．0ワム   3   3  100．0％   

宮崎県   12  1   100．09も   4   3  

鹿児島県   100．0％   
8   8  

沖縄県   口  3   3   

合計   58   45  77．6％   271   241  

＼l   



【Ⅰ．乳児院】   



1．〔乳児院】家庭支援専門相談員の配置有無による児童の状況  

図表1－1【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみる家庭復帰の見通し  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表1－2【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの適合状況  

21   631   100．0％   91   2，386   100．0％   

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ   



図表1－3【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみる  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表1－4【乳児院】現在のケアが適していない児童について  

家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

2   



図表1－5【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（かなり重い）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表1－6【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（やや重い）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

ニi   



図表1－7【乳児院】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（変わらない）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

4   



2．【乳児院】心理療法担当職員の配置有無による児童の状況  

図表1－8【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみる家庭復帰の見通し  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表1－9【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみるケアの適合状況  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

5   



図表1－10【乳児院】心理療法担当職鼻の有無別にみる  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表1－11【乳児院】現在のケアが適していない児童について  

心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

6   



図表1－12【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（かなり重い）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表1－13【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設（やや重い）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

7   



図表1－14【乳児院】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設（変わらない）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

8   



3．【乳児院】被虐待児童の状況  

図表1－15【乳児院】被虐待体験「有り」の児童における虐待の種類  

（二注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ   



4．【乳児院】都道府県別施設数、児童数及びケアの形態の状況  

図表1－16【乳児院】都道府県別施設数及び在籍児童数  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表1－17【乳児院】都道府県別1施設あたり平均在籍児童数  

平均在籍児童数   

0  10  20  30  40  50  

01こ北海道  

02こ青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14・神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17二石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府＝  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42こ長崎県  

43：熊本県  

44こ大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表1－18【乳児院】平成18年度都道府県別入所児童数  

（注）施設調査票に回答した施設に関するデータ  
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図表1－19【乳児院】平成18年度都道府県別1施設あたり平均入所児童数  

平均入所児童数  

30  40  50  60  0  10  20  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06山形県  

07福島県  

08．茨城県  

09二栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17石川県  

18こ福井県  

19：山梨県  

≡7≡芸≡芸  

22：静岡県  

J 23＝愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29二奈良県  

30・和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40．福岡県  

41・佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

ト  

（注）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

1：う   



図表1－20【乳児院】平成18年度都道府県別退所児童数  

（注）施設調査票に回答した施設に関するデータ  
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図表1－21【乳児院】平成18年度都道府県別1施設あたり平均退所児童数  

rll、、、l、、l  
平均退所児童数  

0  10  20  30  40  50  60  70  80  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12・千葉県  

13二乗京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17：石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29．奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36億島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43二熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46∴鹿児島県  

ト 47＝沖縄県  

」＿＿  
（注）施設調査票に回答した施設に関するデータ  
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図表1－22【乳児院】都道府県別平均入所期間＜月数＞  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）平均入所期間は平成20年3月1日時点の各施設の全在籍  

児童の合計入所期間を在籍児童数で除したもの  
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図表1－23【乳児院】都道府県別平均入所期間＜月数＞（グラフ）  

平均入所期間＜月数＞  

0  5  10   20  25  30  35  

l〕1：北海道  

l〕2：青森県  

」〕3：岩手県  

04：宮城県  

－〕5：秋田県  

06山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

1巨埼玉県  

12：千葉県  

】3ニ東京都  

t4：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県   

け石川県   

柑：福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21・岐阜県  

22二青争同県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

こ‖：鳥取県  

こi2：島根県  

：i3：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

こ18二愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

4】：佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45ニ宮崎県  

4（∋：鹿児島県  

47：沖縄県  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）平均入所期間は平成20年3月1日時点の各施設の全在籍児童の合計入所期間を在籍児童数で  

除したもの  
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図表1－24【乳児院】都道府県別職員一人あたり児童数＜直接ケア職種＞  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）職員数は全時間帯の直接ケア職員を常勤換算したものであり、施設に  

おいては休日、夜間の対応も行われていることに留意する必要がある  

（注3）在籍児童数及び配置職員数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表1－25【乳児院】都道府県別職員一人あたり児童数＜直接ケア職種＞（グラフ）  

職員一人あたり児童数＜直接ケア職種＞  

0．0  0，5  1．0  1．5  2．0  2．5  3．0  3，5  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

け石川県  

18：福井県  

1！）：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22二静岡県  

2二i：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30二和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

3：；：岡山県  

34広島県  

3！5：山口県  

36：徳島県  

37ニ香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46・鹿児島県  

47う中縄県  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）職員数は全時間帯の直接ケア職員を常勤換算したものであり、施設においては休日、夜間の対応  

も行われていることに留意する必要がある  

（注3）在籍児童数及び配置職員数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表1－26【乳児院】都道府県別『小規模グループケア以外』のケアの形態の状況  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情報によるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表1－27【乳児院】都道府県別ケアの形態『小規模グループケア以外』の  

ユニットあたり平均在籍児童数  

『小規模グループケア以外』のケアの形態 平均在籍児童数   

0  5  10  15  20  25  30  35  40  45  50  

01二北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

川：群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16．富山県  

17：石川県  

18二福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24．三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30二和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34二広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44ニ大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情幸馴こよるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表1－28【乳児院】都道府県別ケアの形態（小規模グループケア）の状況  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情幸馴こよるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表1－29【乳児院】都道府県別ケアの形態（小規模グループケア）の  

ユニットあたり平均在籍児童数  

l、  

ケアの形態（小規模グループケア）平均在籍児童数  

0  1  2  3  4  5  6  7  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06．山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

‖：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17：石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23・愛知県  

24・三重県  

25：滋賀県  

26．京都府  

27・大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31．鳥取県  

32島根県  

33・岡山県  

34広島県  

35山口県  

36徳島県  

37香川県  

38愛媛県  

39高知県  

40福岡県  

41佐賀県  

42長崎県  

43熊本県  

44大分県  

45宮崎県  

46：鹿児島県  

47沖縄県    細鹿野魅郵相釦適紛－㈱上    甑一哉誉小閑欲鴇勒葬激上 訝郷鯨硲ン  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情報によるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表1－30【乳児院】都道府県別入所児童に対するケアの適合状況  

（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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図表1－31【乳児院】都道府県別ケアの適合状況（適していない児童率）  

ケアの適合状況（適していない児童率）   

0％  10％   209も   309乙   40％   509ら   609乙   70％   80qら   90％  100％  

01：北海道  

02：青森県  

03こ岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09．栃木県  

10二群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13二束京都  

14：神奈川県  

15．新潟県  

16．富山県  

17・石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28ニ兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31・鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43熊本県  

44．大分県  

45宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）秋田県、福井県、岐阜県、徳島県、佐賀県は適していない児童数0人  
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5．【乳児院】退所理由の傾向  

図表1－32【乳児院】平成18年度退所児童数に占める各退所理由の割合  

【乳児院】退所理由  

1．家庭復帰又は親戚引き取り   2．養子縁組又は里親委託   3．児童養護施設へ措置変更   

4．情緒障害児短期治療施設へ措置変更   5．他の乳児院へ措置変更   6．重症心身障害児施設へ措置変更   

7．肢体不自由児施設へ措置変更   8．医療機関への入院   9．その他   

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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6．【乳児院】情緒・行動上の問題状況の階層別施設数   

※各情緒・行動上の問題状況について施設ごとの在籍児童に占める「疑いあり」及び「確かに問題あり」の児童比率  

図表1－33【乳児院】情緒・行動上の問題のある児童比率階層別施設数  

、
－
、
、
－
－
、
 
 

〇
 
 
 
 
5
 
 

一
 
 
 
5
 
 
 
2
 
 

【乳児院】情緒・行動上の問題［り自閉的傾向  【乳児院】情緒・行動上の問題［2］養育者との関係性  

0
 
 
 
 
5
 
 

0
 
 
 
 
7
 
 

裔
純
増
 
 
 0

 
 
 
 
5
 
 

5
 
 
 
 
2
 
 
 13【‾‾▲一  

4  0 1 0  0 0  0  0  0  

0－5％ 6－ 1ト16－ 21－ 26－ 31－ 36－ 4ト 46－50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率  

0－5％ 6－ 11－16－ 2ト 26－ 3ト 36－ 41－ 46－ 50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率   

（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‥
 
 

【乳児院】情緒■行動上の問題［7］言語能力の発達遅延・障害  【乳児院】情緒■行動上の問題［8］知的障害  
〇
 
 
 
一
b
 
 

5
 
 
 
 
2
 
 
 

6  4  0  3 1 0  0  0  

0－5％ 6－ 1ト16－ 2ト 26－ 3ト 36－ 41－ 46－50％超  

10％ 15％ 20‰ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率  

0－5％ 6－ 1ト 16－ 21－ 26－ 31－  
10％ 15％ 20サら 25％ 30％ 35％  

児童比率  

【乳児院】情緒・行動上の問題［9］施設内における他児へのいじめ  【乳児院】情緒・行動上の問題［10］施設内における他児からのいじめ  

2  0  0  0  0  0  0  0  0  0  2  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

0－5％ 6－ 11－16－ 2ト 26－ 31－ 36－ 4卜 46－50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 309も 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率  

0－5％ 6－ ‖一 16－ 2ト 26－ 31－ 36－ 4ト 46－ 50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率   

（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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7．【乳児院】職員の平均勤務経験年数の階層別施設数  

図表1－34【乳児院】職員の平均勤務経験年数階層別施設数  

（注）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  
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8．【乳児院】長期入所児童及び年長児童の状況   

（1）基本情報  

図表1－35【乳児院】在籍児童に占める長期入所児童数（入所1年半以上）  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での  

入所期間が1年半以上の児童をさす  

図表1－36【乳児院】在籍児童に占める年長児童数（2歳以上）  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上  

の児童をさす  

：〕1   



図表1－37【乳児院】都道府県別在籍児童に占める長期入所児童数（入所1年半以上）  

（注り児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期  

間が1年半以上の児童をさす  
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図表1－38【乳児院】都道府県別在籍児童に占める長期入所児童（入所1年半以上）の割合   

【乳児院】在籍児童に占める長期入所児童（入所1年半以上）の割合   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05．秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

11ニ埼玉県  

12：千葉県  

13ニ乗京都  

14．神奈川県  

15：新潟県  

16：冨山県  

17：石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33二岡山県  

34広島県  

35：山口県  

36二徳島県  

37・香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福間県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47沖縄県  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点で入所期間が1年半以上の児童をさす  

：i：〕   



図表1－39【乳児院】都道府県別在籍児童に占める年長児童数（2歳以上）  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の  

児童をさす  
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図表1－40【乳児院】都道府県別在籍児童に占める年長児童（2歳以上）の割合  

「  【乳児院】在籍児童に占める年長児童（2歳以上）の割合  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％   

Dl．北海道  

02：青森県   

03二岩手県   

04：宮城県  

D5：秋田県  

D6山形県  

D7二福島県  

D8：茨城県  

D9：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12千葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17：石川県  

18：福井県  

19山梨県  

20長野県  

21：岐阜県  

22二静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27．大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

3⇒D二和歌山県  

31：鳥取県  

32二島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46鹿児島県  

47．沖縄県  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  
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（2）家庭復帰の見通し  

図表1－41【乳児院】家庭復帰の見通し＜長期入所児童の状況＞  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半以上の  

児童をさす  

図表1－42【乳児院】家庭復帰の見通し＜年長児童の状況＞  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  
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（3）情緒・行動上の問題状況  

＜長期入所児童の状況＞  

図表1－43【乳児院】①入所1年半以上の児童の情緒・行動上の問題状況  

【乳児院】①入所期間が1年半以上の児童の情緒・行動上の問題状況  

40ワ0  60％  809も  

n＝1，056   

l．自閉的傾向（988人）  

2．養育者との関係性（807人）  

3注意欠陥・多動傾向（795人）  

4日反社会的行動傾向（776人）  

5．自傷行為 ⊥ヱ80人）  

6．排泄問題⊥1旦邑ム⊥   

7言語能力の発達遅延・障害  
（803人）   

8．知的障害1卓呈旦ム1   

9．施設内における他児へのいじめ  

（372人）  

10，施設内における他児からのいじめ  

（367人）  

□やや疑いあり  臼疑いあリ  

図表1－44【乳児院】②入所1年半未満の児童の情緒・行動上の問題状況  

【乳児院】（②入所期間が1年半未満の児童の情緒・行動上の問題状況  

20」q  40ワら  60乍ら  800ら  

∩＝1，961   

l．自閉的傾向．（1．767人）  

2養育者との関係性（6日人）  

3．注意欠陥▲多動傾向（560人）  

4．反社会的行動傾向（517人）  

5．自傷行為（拙  

6．排泄問題1ユZム⊥   

7．言語能力の発達遅延・障害  

（528人1   

8．知的障害（226人）   

9施設内における他児へのいこめ  

（228人上  

to．施設内における他児からのいじめ  

（229人）   

□疑いなし  ロやや疑いあり  臼疑いあり  ■確かに問題あリ  」  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半以上の児童をさす  

（注3）グラフ項目横のLユのn数は評価対象児童数である  
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＜年長児童の状況＞   

図表1－45【乳児院】①2歳以上の児童の情緒一行動上の問題状況  

【乳児院】（D2歳以上の児童の情緒一行動上の問題状況  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
n＝1，223   

1．自閉的傾向（1．‖i6人）  

2．養育者との関係性（1」14人）  

3．注意欠陥・多動傾向 ‖．＝H人）  

4．反社会的行動傾向 ‖．084人）  

5．自傷行為 ‖．095人）  

6．排泄問題（‖‖人）   

7言言吾能力の発達遅延・障害  
（1．103人）   

8．知的障害（540人）   

9．施設内における他児へのいじめ  

（476人）  

10．施設内における他児からのいじめ  

（473人）  

ロ疑いなし  □やや疑いあり  ●疑いあり  ■確かに問題あり  

図表1－46【乳児院】②2歳未満の児童の情緒・行動上の問題状況  

【乳児院】②2歳未満の児童の情緒・行動上の問題状況  

20％  40％  60％  80％  100％  0％  

n＝1，794   

1．自閉的傾向 ‖．599人）  

2．養育者との関係性（307人）  

3．注意欠陥・多勤傾向（248人）  

4．反社会的行動傾向（209人）  

5．自傷行為（212人）  

6．排泄問題（44人）   

7言言吾能力の発達遅延・障害  

（220人）   

8．知的障害（152人）   

9．施設内における他児へのいじめ  

（124人）  

10．施設内における他児からのいじめ  

（123人）  

□疑いなし  □やや疑いあり  薗疑いあり  ■確かに問題あり  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  

（注3）グラフ項目横の（）のn数は評価対象児童数である  
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（4）身体疾患・身体障害の有無  

区表1－47【乳児院】身体疾患・身体障害の有無＜長期入所児童の状況＞  

11．7％   12．8％   12．4％  

100．0％   100．0％   100．0％   

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半  

以上の児童をさす  

図表1－48【乳児院】身体疾患・身体障害の有無＜年長児童の状況＞  

60．5％   58．9％  

11．4％   13．1％   12．4％  

100．0％   100．0％   100．0％   

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  

：うさ）   



（5）発達障害・行動障害等の有無  

図表1－49【乳児院】発達障害・行動障害等の有無＜長期入所児童の状況＞  

88．7％   85．7％  

100．0％   100．0％   100．0％   

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半  

以上の児童をさす  

図表1－50【乳児院】発達障害一行動障害等の有無＜年長児童の状況＞  

79．7％   89．8％   85．7％  

100．0％   100．0％   100．0％   

（注り児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  
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（6）被虐得体篤実の有無  

図表1－51【乳児院】被虐待体験の有無＜長期入所児童の状況＞  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半  

以上の児童をさす  

図表1－52【乳児院】被虐待体験の有無＜年長児童の状況＞  

30．9％   34．6％  

59．4％   67．9％   64．4％  

1．2％   1．0％  

100．0％   100．0％   100．0％   

（注り児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  

41   



（7）虐待の種類  

図表1－53【乳児院】虐待の種類（複数選択）＜長期入所児童の状況＞  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半  

以上の児童をさす  

図表1－54【乳児院】虐待の種類（複数選択）＜年長児童の状況＞  

71．7％   71．8％  

13．3％   9．2％   11．1％  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  
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（8）ケアの適合状況  

図表1－55【乳児院】ケアの適合状況＜長期入所児童の状況＞  

87．5％   82．4％  

26．0％   11．0％   16．2％  

100．0％   100．0％   100．0％  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半  

以上の児童をさす  

図表1－56【乳児院】ケアの適合状況＜年長児童の状況＞  

26．9％   9．0％   16．2％  

100．0％   100．0％   100．0％   

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  
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（9）適していると考えられる他の施設   

図表1－57【乳児院】現在のケアが適していない児童について適していると考えられる他の施設等  

＜長期入所児童の状況＞  

0．5％   0．6％  

0．5％   0．4％  

2．3％   1．4％  

11．2％   

2．3％   1．0％  

10．9％   19．1％   14．5％  

33．5％   29．2％  

0．0％  

20．5％   19．2％  

100．0％   100．0％   100．0％  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半以上の児童  

をさす   

図表1－58【乳児院】現在のケアが適していない児童について適していると考えられる他の施設等  

＜年長児童の状況＞  

0．3％   0．6％   0．4％  

4．3％   1．4％  

0．0％   0．0％   0．0％  

15．5％   2．5％   11．2％  

3．1％   1．0％  

12．5％   18．6％   14．5％  

23．1％   41．6％   29．2％  

19．2％  

100．0％   100．0％   100．0％   

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  
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（10）現在のケアが適していない児童のケアの負担感  

図表1－59【乳児院】現在のケアが適していない児童のケアの負担感＜長期入所児童の状況＞  

36．4％  40．5％  3臥2％  

14．9          ％  18         ．0％  

100．0％  100．0％  100．0％  

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）長期入所児童（入所1年半以上）とは平成20年3月時点での入所期間が1年半  

以上の児童をさす  

図表1－60【乳児院】現在のケアが適していない児童のケアの負担感＜年長児童の状況＞  

34．8％   38．2％  

18．8％   16．1％   18．0％  

100．0％   100．0％   100．0％   

（注1）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

（注2）年長児童（2歳以上）とは平成20年3月時点での年齢が2歳以上の児童をさす  

ilT, 



【Ⅱ．児童養護施設】   



1．【児童養護施設】家庭支援専門相談員の有無による児童の状況  

図表2－1【児童養護施設】家庭支援専門相談員の有無別にみる家庭復帰の見通し  

331    18，628  100．0％   

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表2－2【児童養護施設】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの適合状況  

331   16，496   88．6％  

331   18，628   100．0％   

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  
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図表2－3【児童養護施設】家庭支援専門相談員の有無別にみる  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表2－4【児童養護施設】現在のケアが適していない児童について  

家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  
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図表2－5【児童養護施設】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別  

現荏のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（かなり重い）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表2－6【児童養護施設】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（やや重い）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  
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図表2－7【児童養護施設】家庭支援専門相談員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（変わらない）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  
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2．【児童養護施設】心理療法担当職員の配置有無による児童の状況  

図表2－8【児童養護施設】心理療法担当職員の有無別にみる家庭復帰の見通し  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表2－9【児童養護施設】心理療法担当職員の有無別にみるケアの適合状況  

322  16，643   87．6％  

322  18，993   100．0％  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  
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図表2－10【児童養護施設】心理療法担当職員の有無別にみる  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表2－11【児童養護施設】現在のケアが適していない児童について  

心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  
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図表2－12【児童養護施設】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（かなり重い）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  

図表2－13【児童養護施設】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（やや重い）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  
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図表2－14【児童養護施設】心理療法担当職員の有無別にみるケアの負担感別  

現在のケアが適していない児童について考えられる他の施設等（変わらない）  

（注）児童個票及び職員勤務状況調査票に回答した施設の児童に関するデータ  
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3．【児童養護施設】被虐待児童の状況  

図表2－15【児童養護施設】被虐得体験「有り」児童における虐待の種類  

り主）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

,5F, 



4．【児童養護施設】都道府県別施設数、児童数及びケアの形態の状況  

図表2－16【児童養護施設】都道府県別施設数及び在籍児童数  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－17【児童養護施設】都道府県別1施設あたり平均在籍児童数  

仁  
平均在籍児童数   

0  10  20  30  40  50   70  80  90  

01：北海道  

02：青森県  

03岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

1上崎玉県  

12：干葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16ニ富山県  

17二石川県  

18福井県  

19．山梨県  

20：長野県  

21ニ岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24・三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42．長崎県  

43．熊本県  

44大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

■，．．．．＿＿  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－18【児童養護施設】平成18年度都道府県別入所児童数  

7．4   5．2  

（注）施設調査票に回答した施設に関するデータ  
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図表2－19【児童養護施設】平成18年度都道府県別1施設あたり平均入所児童数  

平成18年度平均入所児童数  

0  2  4  6  8  10  12  14  16  18  20  

01：北海道  

02∵青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：冨山県  

ト  

け石川県  

20：長野県   

21・岐阜県   

22：静岡県   

23ニ愛知県   

24：三重県   

25：滋賀県   

26：京都府   

27．大阪府  28：兵庫県  29：奈良県  30和歌山県   
31二鳥取県   

32：島根県   

33：岡山県   

34広島県   

35：山口県   

36：徳島県   

37二香川県   

38：愛媛県   

39：高知県   

40二福岡県   

41：佐賀県   

42：長崎県   

43：熊本県   

44：大分県   

45：宮崎県   

46鹿児島県  

（注）施設調査票に回答した施設に関するデータ   
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図表2－20【児童養護施設】平成18年度都道府県別退所児童数  

（注）施設調査票に回答した施設に関するデータ  
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図表2－21【児童養護施設】平成18年度都道府県別1施設あたり平均退所児童数  

「【‾‾Ⅷ  平成18年度平均退所児童数  

0  2  4  6  8  10  12  14  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17：石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46鹿児島県  

47J中縄県  

l  

】   
□  

」  」  
L  

ト              ト  

l  J  F  

ト  －  

（注）施設調査票に回答した施設に関するデータ  
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図表2－22【児童養護施設】都道府県別平均入所期間＜月数＞  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）平均入所期間は平成20年3月1日時点の各施設の全在籍児童  

の合計入所期間を在籍児童数で除したもの  
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図表2－23【児童養護施設】都道府県別平均入所期間＜月数＞（グラフ）  
‾   ‾                  ▼   ‾  【Ⅵ【【W‾‾】 

平均入所期間（月数）  

00  10．0   20．0   30．0   40，0   50．0   60．0   70．0   80．0   900  100．0  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07・福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

‖：埼玉県  

12：千葉県   

t3：東京都  

14：神奈川県  

15．新潟県  

16・富山県  

け石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23．愛知県  

24∴≡重県  

25・滋賀県  

26・京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43二熊本県  

44・大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

∃ 47沖縄県   

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）平均入所期間は平成20年3月1日時点の各施設の全在籍児童の合計入所期間を在籍児童数で  

除したもの  
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図表2－24【児童養護施設】都道府県別職員一人あたり児童数＜直接ケア職種＞  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）職員数は直接ケア職種（当直職員を除く）を常勤換算したものであり、施設に  

おいては休日、夜間の対応も行われていることに留意する必要がある  

（注3）在籍児童数及び配置職員数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－25【児童養護施設】都道府県別職員一人あたり児童数＜直接ケア職種＞（グラフ）  

職員一人あたり児童数   

0，0  0．5  1．0  1，5  2．0  2．5  3，0  3．5  4．0  4．5  5．0  5．5  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04二宮城県  

05：秋田県  

06．山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：冨山県  

17：石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20．長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25．滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42ニ長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ  

（注2）職員数は直接ケア職種（当直職員を除く）を常勤換算したものであり、施設においては休日、夜間  

の対応も行われていることに留意する必要がある  

（注3）在籍児童数及び配置職員数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－26【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（大舎）の状況  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情報によるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－27【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（大舎）の  

ユニットあたり平均在籍児童数  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情報によるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－28【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（中舎）の状況  

（注り施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情幸引こよるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  

68   



図表2－29【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（中舎）の  

ユニットあたり平均在籍児童数  

ケアの形態（中舎）平均在籍児童数   

0  2  4  6  8  10  12  14  16  18  

01：北海道  

02：青森県  

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09ニ栃木県  

10ニ群馬県  

1巨埼玉県  

12：干葉県  

13二束京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

用：富山県  

17：石川県  

柑・福井県   

t9：山梨県  

20：長野県  

21：岐阜県  

22・静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

341広島県  

35二山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

4巨佐賀県  

42ニ長崎県  

43：熊本県  

44・大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情幸引こよるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－30【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（小舎）の状況  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情報によるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－31【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（小舎）の  

ユニットあたり平均在籍児童数   

ケアの形態（小舎）平均在籍児童数   

0  2  4  6  8  10  12  14  

OT：北海道  

02：青森県   

03：岩手県  

04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県   

‖：埼玉県  

12：干葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：冨山県  

17：石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

20長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28兵庫県  

29ニ奈良県  

30：和歌山県  

3l：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43熊本県  

44．大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情幸馴こよるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－32【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（小規模グループケア）の状況  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情報によるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－33【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（小規模グループケア）の  

ユニットあたり平均在籍児童数  

ケアの形態（小規模グループケア）平均在籍児童数  

0  2  4  6  10  12  14  16  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情幸引こよるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  

7：〕   



図表2－34【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（地域小規模児童養護施設）の状況  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情報によるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－35【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（地域小規模児童養護施設）の  

ユニットあたり平均在籍児童数  

「【鳳」   

ケアの形態（地域小規模児童養護施設）平均在籍児童数  

0  1  2  3  4  5  6  

01：北海道   

02：青森県   

03岩手県   

04・宮城県   

05：秋田県   

06：山形県  

07福島県   

08：茨城県   

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12・千葉県  

13・東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17：石川県  

18福井県  

19：山梨県  

20長野県  

21：岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24二三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27：大阪府  

28：兵庫県  

29こ奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34・広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40福岡県  

41二佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46鹿児島県  

47ぅ中縄県  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情幸引こよるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  
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図表2－36【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（その他グループホーム）の状況  

55  98  6．1  5．6   

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情報によるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  

（注3）「その他グループホーム」は、本圃と別に運営するグループホームのうち地域小規模児童  

養護施設及び高校生中心の自立訓練棟を除くケアの形態をさす  
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図表2－37【児童養護施設】都道府県別ケアの形態（その他グループホーム）の  

ユニットあたり平均在籍児童数   

ケアの形態（その他グループホーム）平均在籍児童数  

0  1  2  3  4  5  6  7  8  9  

Dl：北海道   

02．青森県   

03・岩手県   

04：宮城県   

05：秋田県   

06：山形県   

07．福島県   

08：茨城県   

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：干葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県   

t7．石川県  

18：福井県  

】針山梨県  

20：長野県  

2ト岐阜県  

22：静岡県  

23・愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

2了：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34こ広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38．愛媛県  

39．高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45■宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

l  

く  」】】】一－ 」  

（注1）施設調査票に回答した施設に関するデータ（各施設の回答したユニット構成情幸引こよるもの）  

（注2）在籍児童数は平成20年3月1日時点のもの  

（注3）「その他グループホーム」は、本園と別に運営するグループホームのうち地域小規模児童養護施設  

及び高校生中心の自立訓練棟を除くケアの形態をさす  
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図表2－38【児童養護施設】都道府県別入所児童に対するケアの適合状況  

（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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図表2－39【児童養護施設】都道府県別ケアの適合状況（適していない児童率）   

ケアの適合状況（適していない児童率）   

0％  59も  10％   15りム  20％   25％   309も  35％   40？も  45％  50ウも  

01二北海道   

02：青森県   

03岩手県   

04・宮城県   

05・秋田県   

06：山形県  

07：福島県  

08：茨城県  

09：栃木県  

10：群馬県   

＝：埼玉県  

】2：千葉県  

13：東京都  

14．神奈川県  

15漸潟県  

16：富山県  

】7：石川県   

ほ福井県  

19：山梨県  

20：長野県  

2t二岐阜県  

22：静岡県  

23：愛知県  

24：三重県  

25：滋賀県  

26：京都府  

27．大阪府  

28兵庫県  

29：奈良県  

30：和歌山県  

31：鳥取県  

32：島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

39：高知県  

40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

43：熊本県  

44：大分県  

45：宮崎県  

46：鹿児島県  

47：沖縄県  

（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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5．【児童養護施設】退所理由の傾向  

図表2－40【児童養護施設】平成18年度退所児童数に占める各退所理由の割合  

【児童養護施設】退所理由  

1．就職（自活）に伴う独立   2．家庭復帰又は親戚引き取り   3．養子縁組又は里親委託  

4．情緒障害児短期治療施設へ措置変更  5．児童自立支援施設へ措置変更   6．他の児童養護施設へ措置変更  

7．自立援助ホームヘ措置変更   8．知的障害児施設へ措置変更   9．医療機関への入院   10．その他   

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－41【児童養護施設】都道府県別退所理由別退所児童数内訳  

【児童養護施設】都道府県別平成18年度における退所理由別児童数（単位二人）   

退所  
都道府県  理由『1』  理由『2』  理由『3』  理由『4』  理由『5』  理由『6』  理由『7』  理由『8』  理由『9』  理由『10』   児童数   

01：北海道   55   179   2   7   8   0   6   2   24   284   

02：青森県   20   33   0   3   0   2   62   

03：岩手県   14   42   4   2   0   0   0   0   2   65   

04：宮城県   48   5   0   2   0   0   0   4   77   

05：秋田県   13   18   0   0   7   0   2   0   42   

06：山形県   4   23   3   0   0   0   0   0   32   

07二福島県   23   44   0   2   5   0   0   77   

08：茨城県   16   55   0   5   0   8   0   4   90   

09：栃木県   28   51   8   0   5   4   0   0   98   

10：群馬県   7   39   4   0   3   0   0   56   

11：埼玉県   32   93   0   2   2   2   0   3   142   

12：千葉県   34   105   2   0   8   4   3   2   0   9   167   

柑：東京都   84   254   23   0   18   16   13   2   27   448   

14：神奈川県   58   134   6   4   12   3   0   17   236   

ほ新潟県   27   3   0   0   0   0   40   

1＆富山県   6   23   0   0   0   0   0   0   31   

け石川県   15   29   0   0   0   0   0   0   0   45   

柑：福井県   9   16   0   0   0   0   0   0   0   0   25   

19：山梨県   3   3   0   0   0   0   0   0   2   9   

20：長野県   24   71   3   0   0   3   0   0   109   

21：岐阜県 26   56   2   2   0   0   0   7   95   

22：静間県   22   6   4   5   5   7   4   126   

23：愛知県 55   226   7   3   2   26   0   10   331   

24：三重県   38   0   3   4   0   3   4   3   75   

25：滋賀県   6   0   0   0   0   3   23   

26：京都府 16   57   0   0   0   3   0   0   88   

27：大阪府 94   504   14   8   13   22   3   6   0   15   679   

28ニ兵庫県   40   215   2   2   6   3   0   8   0   2   278   

29：奈良県   8   18   0   0   0   0   0   0   0   0   26   

30：和歌山県   13   28   0   3   4   0   5   0   2   56   

31：鳥取蘇 0   35   2   0   3   2   0   2   46   

32：島根県 12   16   0   0   2   0   0   0   0   31   

33：岡山県   18   74   2   3   4   7   0   2   0   111   

34：広島県 39   102   0   0   2   0   6   0   2   152   

35こ山口県   35   81   5   12   4   0   4   154   

36：徳島県 17   38   2   0   2   3   0   0   0   0   62   

37：香川県   2   29   4   0   0   0   0   0   37   

38：愛媛県   35   65   0   0   0   2   3   0   0   106   

39：高知県   13   43   0   3   0   64   

40：福岡県   49   154   7   0   8   4   230   

41こ佐賀県 12   21   0   0   0   0   0   0   35   

42：長崎県   29   52   0   0   5   2   0   0   0   2   90   

43：熊本県   19   32   0   2   0   0   0   0   3   57   

44：大分県   54   6   0   2   6   0   4   89   

45：宮崎廉   18   27   0   0   0   50   

46二鹿児島痕   45   70   3   0   6   0   0   3   127   

47：沖縄県   16   19   2   0   4   2   5   0   0   49   

総数   1，147  3，418   135   35   128   178   47   116   13   187  5，402   

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－42【児童養護施設】都道府県別退所理由別退所児童数内訳（グラフ）  

【児童養護施設】   

0％  10％   20％   30％   40％   50％   60％   70％   80％   90％  100％   

■退所理由『1』□退所理由『2』囲退所理由『3』園退所理由『4』幽退所理由『5』  

ロ退所理由『6』日退所理由『7』口退所理由『8』■退所理由『9』□退所理由『10』   

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－43【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由1の割合  

llll、Ill、  退所理由「1．就職（自活）に伴う独立」の割合  

30％  40％  509も  60％  70サム   8。％  9。％1。。％【  0％  109も  20％  

01：北海道  02：青森県   

03：岩手県   

04：宮城県   

05：秋田県   

06山形県   

07：福島県   

08：茨城県   

09：栃木県  

1D・群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

1二3：東京都  

14こ神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17：石川県  

18：福井県  

19：山梨県   

20：長野県   

21：岐阜県   

22二静岡県   

23：愛知県   

24」≡重県   

25：滋賀県   

26京都府   

27二大阪府   

28：兵庫県   

29：奈良県  

30：和歌山県   

31：鳥取県   

32．島根県   

33：岡山県   

34：広島県   

35：山口県   

36：徳島県   

37二香川県   

38：愛媛県   

39：高知県   

40：福間県   

41・佐賀県   

42：長崎県   

43：熊本県   

44：大分県   

45：宮崎県  

46：鹿児島県   

47：沖縄県  

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－44【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由2の割合  

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－45【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由3の割合   

退所理由「3．養子縁組又は里親委託」の割合  

0％  3％  5％  8％  10％  13％  15％  

一  

＿＿  

03．岩手県   

04・宮城県   

05．秋田県   

06：山形県   

07・福島県   

08：茨城県   

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：干葉県  

13・東京都  

14．神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17．石川県  

18福井県  

19：山梨県   

20長野県   

21：岐阜県   

22：静岡県   

23：愛知県   

24：三重県   

25：滋賀県   

26：京都府   

27：大阪府   

28兵庫県   

29：奈良県  

30：和歌山県   

31鳥取県   

32：島根県   

33岡山県   

34広島県   

35：山口県   

36：徳島県   

37：香川県   

38：愛媛県   

39：高知県   

40・福岡県   

41：佐賀県   

42長崎県   

43：熊本県   

44：大分県   

45：宮崎県  

46二鹿児島県   

47：沖縄県  

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－46【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由4の割合  

（注1）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  

（注2）●は「情緒障害児短期治療施設」を有する都道府県（資料：平成19年社会福祉施設等調査報告  

［平成19年10月1日現在］）  
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図表2－47【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由5の割合  

▲  ▲  

退所理由「5．児童自立支援施設へ措置変更」の割合   

0％  3％  5％  8％  10％  13％  15％  18％  

01：北海道   

02：青森県   

03：岩手県   

04：宮城県   

05：秋田県   

06：山形県   

07：福島県   

08：茨城県   

09：栃木県  

10：群馬県  

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14：神奈Jtl県  

15：新潟県  

16：富山県  

17：石川県  

18福井県  

19山梨県   

20：長野県   

21：岐阜県   

22：静岡県   

23：愛知県   

24三重県   

25滋賀県   

26：京都府   

27：大阪府   

28：兵庫県   

29：奈良県  

30：和歌山県   

31：鳥取県   

32：島根県   

33：岡山県   

34：広島県   

35：山口県   

36：徳島県   

37：香川県   

38：愛媛県   

39二高知県   

40：福岡県   

41：佐賀県   

42：長崎県   

43・熊本県   

44：大分県   

45：宮崎県  

46：鹿児島県   

47：沖縄県  

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－48【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由6ゐ割合  

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－49【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由7の割合  

「「  

01：北海道    02：青森県    03：岩手県   ■04：宮城県  

05：秋田県  

06：山形県  

07．福島県  

08：茨城県  

■09：栃木県  

■10：群馬県  

■11：埼玉県   ■12：千葉県  

■13：東京都   

■14．神奈川県   15：新潟県  
16：冨山県  

17：石川県  

18：福井県  

19：山梨県  

■20長野県  

21：岐阜県  

■22二静岡県  

■23：愛知県  

24‥≡重県  

■25ご滋賀県  

■26：京都府  

■27：大阪府  

28：兵庫県  

29：奈良県  

30和歌山県  

■31：鳥取県  

■32二島根県  

33：岡山県  

34：広島県  

■35：山口県  

36：徳島県  

37：香川県  

38：愛媛県  

■39：高知県  

■40：福岡県  

41：佐賀県  

42：長崎県  

■43熊本県  

■44：大分県  

45：宮崎県   

46鹿児島県  

■47．沖縄県  

退所理由「7．自立援助ホームヘ措置変更」の割合   

0％  3％  5％  8％  10％  13％  15％   18％  20％  

（注1）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  

（注2）■は「自立援助ホーム」を有する都道府県（資料＝家庭福祉課調べ［平成19年12月†日］）  
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図表2－50【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由8の割合  

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－51【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由9の割合  

退所理由「9．医療機関への入院」の割合   

09′乙  3ワも  別品  89も  10％  13％  15サム  18％  209も   

01：北海道   

02：青森県   

03岩手県   

04：宮城県   

05：秋田県   

06山形県   

07：福島県   

08：茨城県   

09：栃木県   

10：群馬県   

11：埼玉県  

12：千葉県  

13：東京都  

14：神奈川県  

15：新潟県  

16：富山県  

17・石川県  

18：福井県  

19：山梨県   

20：長野県   

21・岐阜県   

22：静岡県   

23：愛知県   

24三重県   

25：滋賀県   

26：京都府   

27：大阪府   

28：兵庫県   

29二奈良県  

30和歌山県   

31：鳥取県   

32島根県   

33周山県   

34二広島県   

35：山口県   

36：徳島県   

37：香川県   

38：愛媛県   

39二高知県   

40：福岡県   

41：佐賀県   

42：長崎県   

43二熊本県   

44こ大分県   

45：宮崎県  

46：鹿児島県   

47：沖縄県  

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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図表2－52【児童養護施設】都道府県別退所児童数に占める退所理由10の割合  

（注）施設調査票に回答した施設の退所児童に関するデータ  
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6．【児童養護施設】情緒・行動上の問題状況の階層別施設数   

※各情緒・行動上の問題状況について施設ごとの在籍児童に占める「疑いあり」及び「確かに問題あり」の児童比率  

図表2－53【児童養護施設】情緒・行動上の問題のある児童比率階層別施設数  

【児童養護施設】情緒・行動上の問題［2］養育者との関係性  【児童養護施設】情緒・行動上の問題［り自閉的傾向  

0
 
 

0
 
 

0
 
 

0
 
 

つ
L
 
 

3
 
 慮

露
悪
 
 

0
 
 

0丁5％ 6－1卜16－ 21－ 26－ 3ト 36－ 41－ 46－50％超  
10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率  

0－5％ 6－ 1ト16－ 2卜 26－ 31－ 36－ 41－ 46－ 50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率   

（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  

9；〕  



（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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【児童養護施設】情緒・行動上の問題［7］物質使用  【児童養護施設】情緒・行動上の問題［8］自傷行為  

惑
紹
栗
 
 

0
 
 

0
 
 

2
 
 

0
 
 

0
 
 60  

14 5 1 0  0  0  0  0  0  
0
 
 

0－5％ 6－ 11－16－ 21－ 26－ 3ト 36－ 4ト 46－50％超  0－5％ 6－ 1ト16－ 21－ 26－ 3ト 36－ 41－ 46－ 50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率  
岳
 

L
「
 

‾一ノ 」  
＋r  

【児童養護施設】情緒■行動上の問題［9］集団不適応  4挿童養護施設】情緒而動上の問題［10］社会的引きこもり  

500  

4  2  0  0  0  0  0  0  0  0  

0－5％ 6－ 11－16－ 21－ 26－ 31－ 36－ 41－ 46－50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 409も 45％ 50％  

児童比率  

0－5％ 6－ 11－16－ 2卜 26－ 3ト 36－ 4ト 46－ 50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率   

（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ   
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【児童養護施設】情緒・行動上の問題［16］施設内における他児へのいじめ  

惑
路
増
 
 

0－5ウも 6－10Dも 11 16－  21－  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率   

15％  20％  25％   

【児童養護施設】情緒・行動上の問題［17］施設内における他児からのし  

0－5％ 6－ 11－16－ 2卜 26－ 31－ 36－ 4ト 46－ 50％超  

10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％  

児童比率  

（注）児童個票に回答した施設の児童に関するデータ  
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7．【児童養護施設】職員の平均勤務経験年数の階層別施設数  

図表2－54【児童養護施設】職員の平均勤務経験年数階層別施設数  

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「平均勤務経験年数」は、各施設における該当職種全員の勤務経験年数の合計を該当職種の人数で除したもの  
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図表2－55【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経験年数階層別施設数（直接ケア職種）  

13：東京都   45   2   19   13   8   3   8．3   
14：神奈川県   22   口   10   6   2   3   8．3   
15ニ新潟県   5   0   2   9．7   
16：富山県   2   0   0   0   8．7   
17：石川県   7   0   3   2   9．1   

18：福井県   4   0   0   3   0   11．6   

19：山梨県   3   0：  2  1：  0：  0  6．6   
20：長野県   0：  6：  5：  0  0   6．8   
21：岐阜県   7   0   5   2   0   0   6．3   

22：静岡県   ‖   口   4   6   0   0   7．1   
23：愛知県   30   4   7   13   5   7．4   
24：三重県   10   口   6   口   2   0   6．7   
25：滋賀県   3   0   2   1 i 0   0   5．8   

26：京都府   9   3   4   0   7．3   
27：大阪府   35   17   14   3   0   7．5   

28：兵庫県   22   8   7．4   
29：奈良県   4   0   2   ・1   0   8．5   
30：和歌山県   7   0   1：  4  11．1   
31：鳥取県   4   0：  1：  1：  2  0   8．5   
32：島根県   0   口   0   0   0   5．8   

33：岡山県   12   4   3   3   口   6．6   
34：広島県   口   4   3   3   0   8．7   

35：山口県   9   0   円   6   ロ   9．2   
36：徳島県   7   口   0   2   2   2   10．9   

37：香川県   3   2   0   0   0   3．8   
38：愛媛県   10   0   2   3   2   3   10．0   

39：高知県   7   0   3   2   9．7   

40：福岡県   15   8   4   2   0   7．3   
41：佐賀県   6   2   3   0   0   6．6   
42：長崎県   10   1：  3：  4：  1：  1  8．6   
43：熊本県   10   0   3   5   2   0   8．4   
44二大分県   8   0   4   2   2   0   8．2   
45：宮崎県   5   円   口   口   円   8．6   

46：鹿児島県   0   5   5   口   0   6．9   
47：沖縄県   4   0   0   3   口   0   9．4   

総数   476   37   168   162   75   34   8．0   

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「平均勤務経験年数（各施設）」は、各施設における該当職種全員の勤務経験年数の合計を該当職種の  

人数で除したもの  

（注4）「平均勤務経験年数（都道府県）」は、各都道府県における施設ごとの直接ケア職種の勤務経験年数を  

加重平均したもの  
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図表2－56【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経験年数（直接ケア職種）  

直接ケア職種の平均勤務経験年数（都道府県）  

0．0  3．0  6．0  9．0  12．0   

01：北海道（n＝21）   

02：青森県（n＝6）   

03：岩手県（n＝6）   

04：宮城県（n＝5）   

05：秋田県（n＝4）   

06：山形県（n＝5）   

07：福島県（∩＝7）   

08：茨城県（∩＝11）   

09：栃木県（n＝8）   

10：群馬県（n＝5）  

11：埼玉県（n＝14）  

12二千菓県（n＝14）  

13：東京都（n＝45）  

14：神奈川県（n＝22）   

15：新潟県（n＝5）   

16：富山県（n＝2）   

17：石川県（n＝7）   

18：福井県（n＝4）   

19：山梨県（n＝3）   

20：長野県（n＝11）   

21：岐阜県（n＝7）   

22：静岡県（∩＝11）   

23：愛知県（n＝30）   

24：三重県（n＝10）   

25：滋賀県（n＝3）   

26：京都府（∩＝9）   

27：大阪府（n＝35）   

28ニ兵庫県（n＝22）   

29：奈良県（n＝4）  

30：和歌山県（n＝7）   

31：鳥取県（n＝4）   

32：島根県（n＝1）   

33・岡山県（n＝12）   

34広島県（n＝11）   

35：山口県（n＝9）   

36：徳島県（n＝7）   

37：香川県（n＝3）   

38：愛媛県（∩＝10）   

39：高知県（n＝7）   

40：福岡県（n＝15）   

41：佐賀県（n＝6）   

42：長崎県（n＝10）   

43ニ熊本県（n＝10）   

44二大分県（n＝8）   

45：宮崎県（n＝5）  

46：鹿児島県（n＝11）   

47：沖縄県（n＝4）  

※（）内のn数は各都道府県における職員勤務状況調査票の有効回答施設数  

（注り職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  
（注3）「平均勤務経験年数（都道府県）」は、各都道府県における施設ごとの直接ケア職種の勤務経験年数を加重平均したもの  
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図表2－57【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経験年数階層別施設数内訳（直接ケア職種）   

「  

直接ケア職種の平均勤務経験年数階層別施設数内訳  

0％   10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％  100％㌻  

01・北海道（n＝21）   

02：青森県（n＝6）   

03：岩手県（n＝6）   

04：宮城県（n＝5）   

05：秋田県（n＝4）   

06：山形県（n＝5）   

07：福島県（∩＝7）   

08二茨城県（n＝11）   

09・栃木県（n＝8）   

10：群馬県（∩＝5）  

11埼玉県（n＝14）  

12千葉県（n＝14）  

13，東京都（n＝45）  

14：神奈川県（n＝22）   

15：新潟県（n＝5）   

16二冨山県（n＝2）   

17：石川県（n＝7）   

18：福井県（n＝4）   

19こ山梨県（n＝3）   

20：長野県（∩＝11）   

21：岐阜県（∩＝7）   

22：静岡県（∩＝11）   

23・愛知県（∩＝30）   

24：三重県（n＝10）   

25：滋賀県（n＝3）   

26：京都府（n＝9）   

27：大阪府（n＝35）   

28：兵庫県（∩＝22）   

29：奈良県（n＝4）  

30：和歌山県（n＝7）   

31：鳥取県（n＝4）   

32：島根県（∩＝1）   

33二間山県（n＝12）   

34：広島県（n＝11）   

35二山口県（∩＝9）   

36：徳島県（n＝7）   

37∵香川県（n＝3）   

38：愛媛県（n＝10）   

39．高知県（n＝7）   

40・福岡県（n＝15）   

41．佐賀県（n＝6）   

42長崎県（∩＝10）   

43：熊本県（∩＝10）   

44：大分県（∩＝8）   

45：宮崎県（n＝5）  

46二度児島県（n＝11）   

47・沖縄県（n＝4）  

ケンンシンシ”読て〝  

∴  し・  

各施設の直接ケア職種の平均勤務経験年数階層 【□0－3年 ■4－6年 玖＝」9年 ロ10－12年 □13年以  

※（）内のn数は各都道府県における職員勤務状況調査票の有効回答施設数  

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「各施設の平均勤務経験年数」は、各施設における該当職種全員の勤務経験年数の合計を該当職種の人数で除したもの  
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図表2－58【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経験年数階層別施設数（心理療法担当職員）  

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「平均勤務経験年数（各施設）」は、各施設における該当職種全員の勤務経験年数の合計を該当職種の  

人数で除したもの  

（注4）「平均勤務経験年数（都道府県）」は、各都道府県における施設ごとの直接ケア職種の勤務経験年数を  

加重平均したもの  
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図表2－59【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経馬寅年数（心理療法担当職員）   

心理療法担当職員の平均勤務経験年数（都道府県）  

0．0  3．0  6．0  12，0  150  

01：北海道（n＝12）   

02：青森県（n＝3）   

03岩手県（n＝5）   

04：宮城県（n＝3）   

05二秋田県（n＝4）   

06：山形県（n＝4）   

07：福島県（n＝7）   

08：茨城県（∩＝9）   

09：栃木県（∩＝3）   

10：群馬県（∩＝5）  

11：埼玉県（∩＝12）   

12：千葉県（∩＝7）  

13：東京都（n＝42）  

14：神奈川県（n＝12）   

15：新潟県（n＝0）  

17：石川県（n＝2）  

18：福井県（n＝1）  

19：山梨県（n＝2）   

20：長野県（∩＝8）   

21：岐阜県（n＝6）   

22：静岡県（n＝8）  

23：愛知県（∩＝16）   

24：三重県（n＝6）   

25：滋賀県（n＝3）   

26：京都府（n＝6）  

27：大阪府（n＝24）  

28：兵庫県（n＝18）   

29：奈良県（n＝2）  

30：和歌山県（∩＝2）   

31二鳥取県（n＝3〉   

32：島根県（n＝1）   

33．岡山県（n＝4）   

34：広島県（n＝7）   

35：山口県（n＝6）   

36：徳島県（n＝4）   

37：香川県（n＝3）   

38：愛媛県（∩＝3）   

39：高知県（∩＝0）  

40：福岡県（n＝11）   

41：佐賀県（∩＝3）   

42：長崎県（n＝6）   

43：熊本県（n＝8）   

44：大分県（n＝7）   

45：宮崎県（∩＝3）  

46鹿児島県（∩＝8）   

47．沖縄県（∩＝4）  

※（）内のn数は各都道府県における職員勤務状況調査票の有効回答施設のうち心理療法担当職員を配置している施設数  

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「平均勤務経験年数（都道府県）」は、各都道府県における施設ごとの直接ケア職種の勤務経験年数を加重平均したもの  
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図表2－60【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経験年数階層別施設数内訳  

（心理療法担当職員）  

心理療法担当職員の平均勤務経験年数階層別施設数内訳   

0％  10％   20％   30％   40％   50％   60％   70％   80％   90％  100％   

01：北海道（n＝12）   

02：青森県（n＝3）   

03：岩手県（n＝5）   

04：宮城県（n＝3）   

05：秋田県（∩＝4）   

06：山形県（n＝4）   

07：福島県（∩＝7）   

08：茨城県（n＝9）   

09：栃木県（n＝3）   

10：群馬県（n＝5）   

＝：埼玉県（n＝12）   

12：千葉県（n＝7）  

13：束京都（n＝42）  

14：神奈川県（n＝12）   

15：新潟県（n＝0）   

16：富山県（n＝1）   

17：石川県（n＝2）   

18：福井県（n＝1）   

19：山梨県（n＝2）   

20：長野県（n＝8）   

21：岐阜県（n＝6）   

22：静岡県（n＝8）   

23：愛知県（n＝16）   

24：三重県（n＝6）   

25：滋賀県（n＝3）   

26：京都府（n＝6）   

27：大阪府（n＝24）   

28：兵庫県（n＝18）   

29：奈良県（∩＝2）  

30：和歌山県（n＝2〉   

31：鳥取県（n＝3）   

32：島根県（n＝1）   

33：岡山県（n＝4）   

34：広島県（n＝7）   

35：山口県（n＝6）   

36：徳島県（∩＝4）   

37：香川県（n＝3）   

38：愛媛県（n＝3）   

39：高知県（n＝0）   

40：福岡県（n＝11）   

41：佐賀県（n＝3）   

42：長崎県（∩＝6）   

43二熊本県（n＝8）   

44二大分県（n＝7）   

45：宮崎県（n＝3）  

46：鹿児島県（n＝8）   

47：沖縄県（n＝4）  

各施設の心理療法担当職員の平均勤務経験年数階層  □0－3年  ■4－6年．田7－9年 ロ10－12年 □13年以上  

※（）内のn数は各都道府県における職員勤務状況調査票の有効回答施設のうち心理療法担当職員を配置している施設数  

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「各施設の平均勤務経験年数」は、各施設における該当職種全員の勤務経験年数の合計を該当職種の人数で除したもの  
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図表2－61【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経験年数階層別施設数（家庭支援専門相談員）  

総数   329   26   40   23   40   200   17．8   

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「平均勤務経験年数（各施設）」は、各施設における該当職種全員の勤務経験年数の合計を該当職種の  

人数で除したもの  

（注4）「平均勤務経験年数（都道府県）」は、各都道府県における施設ごとの直接ケア職種の勤務経験年数を  

加重平均したもの  
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図表2－62【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経験年数（家庭支援専門相談員）  

家庭支援専門相談員の平均勤務経験年数（都道府県）  

10．0  20，0  30．0  40．0   0．0  

01：北海道（n＝16）   

02二青森県（n＝4）   

03：岩手県（n＝5）   

04：宮城県（∩＝2）   

05：秋田県（∩＝3）   

06二山形県（n＝4）   

07：福島県（n＝5）   

08：茨城県（n＝6）   

09二栃木県（n＝6）   

10：群馬県（∩＝4）   

11：埼玉県（n＝9）   

12：千葉県（n＝9）  

13：東京都（n＝39）  

14：神奈川県（∩＝16）   

15：新潟県（n＝2）   

16：富山県（n＝2）   

17：石川県（n＝2）   

18：福井県（∩＝3）   

19：山梨県（n＝2）   

20：長野県（n＝8）   

21：岐阜県（n＝7）   

22：静岡県（n＝7）   

23：愛知県（n＝21）   

24：三重県（n＝7）   

25：滋賀県（n＝2）   

26：京都府（n＝3）   

27：大阪府（n＝26）   

28：兵庫県（n＝16）   

29：奈良県（n＝0）  

30ニ和歌山県（n＝3）   

31：鳥取県（n＝3）   

32ニ島根県（n＝1）   

33：岡山県（n＝10）   

34：広島県（n＝6）   

35：山口県（n＝8）   

36：徳島県（n＝4）   

37：香川県（n＝2）   

38：愛媛県（n＝4）   

39：高知県（n＝3）   

40：福岡県（n＝8）   

41：佐賀県（n＝4）   

42：長崎県（n＝5）   

43：熊本県（n＝8）   

44二大分県（n＝5）   

45：宮崎県（n＝5）  

46：鹿児島県（n＝10）   

47：沖縄県（n＝4）  

※（）内のn数は各都道府県における職員勤務状況調査票の有効回答施設のうち家庭支援専門相談員を配置している施設数  

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経験年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「平均勤務経験年数（都道府県）」は、各都道府県における施設ごとの直接ケア職種の勤務経験年数を加重平均したもの  
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図表2－63【児童養護施設】都道府県別職種別職員の平均勤務経験年数階層別施設数内訳  
・こ家庭支援専門相談員）  

家庭支援専門相談員の平均勤務経験年数階層別施設数内訳   

09も   10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％   

01：北海道（∩＝16）   

02青森県（n二4）   

03：岩手県（n＝5）   

04：宮城県（n＝2）   

05：秋田県（n＝3）   

06：山形県（n＝4）   

07福島県（n＝5）   

08：茨城県（n＝6）   

09：栃木県（n＝6）   

10：群馬県（n＝4）   

11埼玉県（n＝9）   

12：千葉県（n＝9）  

13：東京都（n＝39）  

14・神奈川県（n＝16〉   

15：新潟県（n＝2）   

16：富山県（∩＝2）   

17：石川県（n＝2）   

柑・福井県（∩＝3）   

19：山梨県（n＝2）   

20：長野県（n＝8）   

21：岐阜県（n＝7）   

22：静岡県（n＝7）   

23二愛知県（n＝21）   

24：三重県（n＝7）   

25：滋賀県（n＝2）   

26：京都府（∩＝3）   

27・大阪府（n＝26）   

28：兵庫県（n＝16）  

29：奈良県（n＝0）L  

30：和歌山県（n＝3）   

31：鳥取県（n＝3）   

32：島根県（∩二1）   

33：岡山県（n＝10）   

34：広島県（n＝6）   

35：山口県こ∩＝8）   

36：徳島県〈n＝4）   

37香川県Lこ∩＝2）   

38：愛媛県こn＝4）   

39：高知県こn＝3）   

40：福岡県：∩＝8）   

41：佐賀県l：n＝4）   

42長崎県：n二5〉   

43熊本県：∩＝8）   

44・大分県：n＝5）   

45：宮崎県（：n＝5）  

46鹿児島県（∩＝10）   

47二沖縄県（：n＝4）  

各施設の家庭支援専門相談員の平均勤務経験年数階層  □0－3年 ■4－6年 臼7－9年 □10【12年 口13年以上  

のn数は各都道府県における職員勤務状況調査票の有効回答施設のうち家庭支援専門相談員を配置している施設数  

（注1）職員勤務状況調査票に回答した施設の職員に関するデータ  

（注2）ここでの「勤務経馬貪年数」とは、調査時点での施設に限定しない児童福祉施設での総勤務経験年数をさす  

（注3）「各施設の平均勤務経験年数」は、各施設における該当職種全員の勤務経験年数の合計を該当職種の人数で除したもの  
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